
都市再生整備計画(第
だ い

２回
か い

変更
へ ん こ う

）

岩井
い わ い

・辺田
へ た

地区

茨城
いば ら き

県　坂東
ばん ど う

市
し

（旧
きゅう

岩井市
い わ い し

）

平成２１年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 152 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標
新市新市新市新市におけるにおけるにおけるにおける中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 H17 H21

件／年 H17 H21

人／日 H17 H21

ｍ H17 H21

回／年 H17 H21

4,910

20

17

辺田・本町線沿道を中心とする商店街へ立ち寄る人数
各種イベント等の実施により、来街者数の増加を図るととも
に、それらを足がかりとした中心市街地の活性化を目指す。 1,140 1,500

２．交通事故件数 改良予定交差点における交通事故件数
交通量が多くかつ視距等の面で問題となっている交差点を改
良することにより、交通事故件数の半減を目指す。 20

１．移動時間の短縮 市内主要施設の連絡に要する時間
坂東市民音楽ホール（ベルフォーレ）から岩井高校に至まで
の所要時間を大幅に短縮する。

25

　・不足する幹線道路（東西軸）の整備による中心市街地外環状線の構築及び歩行者空間のネットワーク化を図る。

　・幹線道路の整備と主要な交差点の改良による渋滞の解消及び交通安全性の確保。

　・幹線道路歩道部と一体となった緑地・空地（ポケットパーク）等の配置により緑とうるおいのある生活環境の創出。

　・水と緑の交流拠点の整備により地域特有の資源と景観等を活かした教育・文化等の複合軸の強化。

　・商店街振興組合連合会を主体とした各種イベント等の開催や、新たな交流拠点の整備等による商店街への来街者数増加とそれらを契機とした中心市街地における”にぎわい”の再生。

（坂東市建設計画）
　・計画を推進する５つのプロジェクトの１つである『新交流連携プロジェクト』において「中心市街地活性化」及び「新たなイベント・交流」に係る諸施策（○商店街組織の連携による一体的な振興、○新たな交流拠点の整備、
　　○｢緑の拠点｣のネットワーク化による交流拡大等）が位置づけられている。
（第四次（旧）岩井市総合振興計画）
　・土地の合理的な利用を推進し、魅力的で秩序ある市街地整備を計画的に推進するとともに、都市計画道路及び市道の計画的な整備を図り、安全で円滑な交通環境の確保に努める。
（（旧）岩井市都市計画マスタープラン＜地域別構想：岩井地域＞）
　・｢様々な都市機能が集積した活力のある快適センターゾーン・・・岩井｣を将来テーマに掲げ、幹線道路や生活道路の整備、身近な公園の整備など都市基盤整備を更に進め、緑豊かで快適な地域づくりの基盤とするほか、安全な
　　都市空間の創出を目指し、避難地・避難路の整備などによる防災機能の強化が方針とされている。
（（旧）岩井市中心市街地活性化基本計画）
　・本地区にて包括される（旧）岩井市の中心市街地区域においては、「”いきいき・あったか・交流タウン”いわい」を基本理念に
　　　①求心力の高いまち　②歩いて楽しいまち　③人と人との交流が身近に感じられるまち　④文化・歴史とふれあえるまち　が将来像として掲げられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 茨城県 坂東
ばんどう

市
し

（旧
きゅう

岩井市
い わ い し
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計画期間 交付期間 21

　　本地区は、昭和40年代後半に、都市計画道路辺田・上出島線と城合都市下水路が整備された以降、長谷・八幡線の整備（整備済）や辺田・本町線の整備が県事業により進められているが、いずれも南北軸の幹線道路であること

　から、東西軸の幹線道路について早急な整備が必要となっている。なお、本地区の現況等（詳細）は以下のとおりである。

　・幹線道路が未整備なことから、朝夕の通勤・通学時間帯における渋滞箇所が増えるとともに、主要な交差点は特に危険な状況となっている。

　・十分な能力の都市下水路が整備されているにもかかわらず，周辺の排水施設の整備が不十分で，集中豪雨の際には道路が冠水してしまう箇所が存在する。

　・都市計画道路辺田・本町線の整備とともに，その沿道環境の整備が進められているものの，来街者の増加等にはなかなか結びついていない。これまでは独立した商店街が各々活動していたが，活動効果を高めるため連合会を組

    織し共同でイベント・研修会を行うなど，商店街の活性化に向けた自主的な事業が拡大しつつある。

　・中心市街地活性化法に基づき策定された基本計画の区域と重複（包括）する区域である。

・目標１：公共施設の整備改善による安全で快適なまちづくりの推進。

・目標２：各施設間ネットワーク等の強化による回遊性確保と交流環境の創出。

・目標３：情報発信基盤の確立と積極的なＰＲ活動による中心市街地のイメージアップ。

15５．イベント数の増加

３．商店街への来街者数

４．ﾈｯﾄﾜｰｸ化された歩行空間延長 中心市街地部において連続して回遊できる歩道延長
幹線道路の整備により、中心市街地周辺部の安全な歩行者空
間のネットワーク化を図る。

緑の交流拠点を活用した各種イベントの開催回数
緑の交流拠点の整備により、園外保育や小中学生を対象とした体験
学習・各種イベント等を開催する場としての活用を図る。 5

3,150



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他 　

　・県施行の街路事業に合わせた商店街の活性化及びまちづくりについての研究会や各種イベント等を行っている商店街振興組合
　連合会に対し，その事業費の一部を補助する。
　・新たな交流拠点（歴史と文化を生かしたまちづくりの拠点）となるべく｢（仮称）将門館｣の建設に向け、市民参加型による整備計画
　等の検討を行う。

まちづくり活動推進事業

事業活用調査

方針に合致する主要な事業

　・渋滞解消及び危険箇所解消を図るため，幹線道路の整備と主要な交差点の改良を行う。
　・中心市街地周辺部の安全な歩行者空間のネットワーク化を図るため、幹線道路の整備を行う。

道路事業（街路事業)
公園事業（ポケットパーク整備事業）

　・各施設間の回遊性及び交流環境を確保するため、幹線道路の整備を行う。
　・地域特有の資源と景観等を活かした教育・文化等の複合軸を強化するため、水と緑の交流拠点としての水生公園の整備を行う
　とともに、園外保育や小中学生を対象とした体験学習・各種イベント等を開催する場としての活用を図る。

道路事業（街路事業)
地域生活基盤施設事業（ポケットパーク整備事業）



移動時間の短縮（分） 25 （　17年度） → 20 （　21年度）

交通事故件数（件／年） 20 （　17年度） → 17 （　21年度）

商店街への来街者数（人／年） 1,140 （　17年度） → 1,500 （　21年度）

　岩井・辺田地区（茨城県坂東市）　整備方針概要図

目標

新市における中心市街地の活性化

　・公共施設の整備課以前による安全で快適なまちづくりの推進

　・各施設間ネットワーク等の強化による回遊性確保と交流環境の創出

　・情報発信基盤の確立と積極的なPR活動による中心市街地のイメージアップ

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

都市計画道路 長谷・藤田線
道路（基幹事業）
事業主体 坂東市
L=440m W=16m

都市計画道路 辺田・本町線沿道
（提案事業）
まちづくり推進事業
（商業活性化推進事業）

中心市街地活性化法に
基づく基本計画の区域

（提案事業）
事業活用調査
（仮称）将門館・整備計画検討

教育・文化等複合軸

ポケットパーク
地域生活基盤施設（基幹事業）
事業主体 坂東市
A=0.015ha

都市計画道路 辺田・本町線
（関連事業）
事業主体 茨城県
L=1,395m W=16m

八坂水生公園
公園（基幹事業）
事業主体 坂東市
A=2.8ha

都市計画道路 長谷・藤田線
（関連事業）
事業主体 坂東市
L=660m W=16m

N



都市再生整備計画の区域

岩井地区（茨城県坂東市） 面積 152 ha 区域 坂東市岩井及び辺田の各一部



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 坂東市 直 L=440m H17 H21 H17 H21 937 937 937 937

公園 坂東市 直 A=2.8ha H17 H21 H17 H21 330 330 330 330

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 坂東市 直 A=150㎡ H17 H21 H17 H21 16 16 16 16

高質空間形成施設

高次都市施設

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,283 1,283 1,283 1,283 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

坂東市 直 － H16 H17 H17 H21 8 5 5 5

－ 0

商店街振興組合
連合会

間 － H17 H21 H17 H21 36 36 18 18

－ 0

合計 44 41 23 23 …B

合計(A+B) 1,306

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

茨城県 国土交通省 ○ H1 H19 12,700

坂東市 国土交通省 ○ H8 H16 1,800

坂東市 国土交通省 ○ H17 H21 600

合計 15,100

交付対象事業費 1,306 交付限度額 522 国費率 0.4

交付期間内事業期間

うち民負担分

うち民負担分
事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

18－

（仮称）将門館・整備計画検討

事業
細項目

事業主体事業箇所名

城合ポケットパーク

長谷・藤田線

（参考）事業期間

（仮）八坂水生公園

規模直／間

事業 事業箇所名

江川第一幹線

事業活用
調査

－

－

下水道事業

住宅市街地
総合整備
事業

0

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

商業活性化推進事業

－

細項目

18

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

街路事業 辺田・本町線

長谷・藤田線


	iwai1
	iwai2
	iwai3
	iwai4
	iwai5
	iwai6

